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世界の一部の地域では、ペットとして飼育さ
れている猫の最大63%および犬の最大65%
が過体重または肥満であり、この状況は深
刻な健康上のリスクと関連しています1,2。し
かし、多くのペットオーナーは自身の犬や猫
が過体重であることに気付いておらず、ペッ
トの体重や生活を健康な状態に管理するた
めにどのような栄養管理をすべきか理解が不
足しています2。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 健康な体重の管理が重要

過体重の管理はペットの健康に欠かせません。

過体重または肥満のペットは、そうでないペットと比べて
寿命が短いことが研究によって分かっています。また、肥
満は変形性関節症や猫の糖尿病などの疾患に関与してい
る体内の慢性炎症とも関連付けられていますが、減量は
体重に関連するこれらの有害な状態を改善するのに効果
がある可能性があります3-5。
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市販の体重管理用フードには、減量を成功させ体重を維持するため、
栄養学的な点から有効な方法が取り入れられています

食事に含まれる 
タンパク質の量を増やす

大豆イソフラボン

食物繊維の増量 L-カルニチン

減量計画を成功させる要因は何ですか？

減量用療法食には、普段のペットフードを少
なく与えた場合と比べてどのようなメリットが
ありますか？

減量用療法食は、カロリーは抑えられているものの、ペットが
必要とするすべての栄養素を適切な量とバランスで含んでいま
す。普段のペットフードを少なく与えると、必須栄養素が十分に
摂取できなかったり5、ペットが満足しなかったり（「満腹感」を感
じない）するため、減量用療法食を与えたほうが良いと考えら
れます6。

犬や猫の減量を成功させ、リバウンド
させないポイントは以下のとおりです。

	■ 消費カロリーよりも摂取カロリーを
必ず少なくすることが重要です5,6。健
康的な減量では、ペットの現在の体
重および目標体重をもとに、ペットの
維持エネルギー要求量（MER）を計算
する犬用または猫用のツールを用いて
カロリー制限を行います7。減量が進
むにつれて、ペットの身体が少ないカ
ロリーをより効率的に利用できるよう

になるため、カロリー制限を厳しくする必要があるかもしれ
ません。極端なカロリー制限は栄養欠乏のリスクを生じる
可能性があるため、肥満のペットには減量用の療法食を与
え、減量中は慎重な観察を行うべきです6,7。

	■ 急激な減量ではなく緩やかな減量を目指すことです。除脂
肪体重の減少や体重のリバウンドを防ぐため、1週間あたり
体重の1〜2%を超えないように減量を行います5,6。

	■ ペットの減量が除脂肪体重ではなく脂肪の減少に由来する
ものであることを確認するため、体重減少、ボディコンディ
ションスコアおよび筋肉の状態を評価するスコアを定期的に
観察します6。

	■ 食事や他の体重に関連する助言を行うときは、ペットオー
ナーの生活様式やペットとのつながりを考慮します（運動計
画、おやつの制限など）5,6。

食事に含まれるタンパク質の量を増やす
	■ 減量中の犬や猫では、食事中のカロリーに対するタンパク

質の比率を高めることで、より多くの脂肪を減らし、除脂肪
体重の減少を防ぐことが研究によって示されています8,9。

	■ 食事中のタンパク質含量が高いと、炎症の抑制、酸化スト
レスに起因する身体の細胞や組織の損傷の低減、満腹感の
向上につながる可能性があります10-12。

	■ 過体重のペットの食事において炭水化物含量に対するタン
パク質含量の比率が高いと、腸内細菌叢や代謝を変化させ
ることができます13,14。

食物繊維の増量
	■ 食物繊維は食事のカロリーを低く抑えるため、ペットは余

分なカロリーを摂取することなく、より多くの食事を摂取す
ることができます5。

	■ 食物繊維はペットの満腹感にも影響するため、食事の摂取
量が減ります15。

大豆イソフラボン
	■ 犬では、食事にこれらの天然化合物を添加すると脂肪の蓄

積が減少し、エネルギー代謝が向上することが研究で示さ
れています16。

L-カルニチン
	■ この栄養素は細胞のエネルギー産

生に重要な役割を果たしています。
L-カルニチンは過体重の猫におい
て減量中の代謝率を維持し17、ま
た、犬では体重管理に際して除脂
肪体重を温存するのに役立つ18こと
が研究によって示されています。
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